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序文 
2008 年 8 月、「第 6 回日本・イスラエル・パレスチナ合同学生会

議」は大きな注目集めながら開催されました。まずは、ご協力い

ただいた多くの方に合同学生会議が皆様のおかげで無事終了

することができたことを報告いたします。 

 

2003 年に第 1 回日本・イスラエル・パレスチナ合同学生会議が開催されてから、つい

に今年で第 6 回目の合同学生会議を迎えることができました。至らぬ点の多い私たち

がこの活動を継続することができたのは、私たちを支えてくださった皆様のおかげだと

思っています。この場をお借りして感謝の意を表したいと思います。 

 

今年は、参加者はディスカッションや何気ない会話など、さまざまな対話を通して生

み出される友情や平和への思いなどの共有できる価値を探っていきました。今年の合

同学生会議も、時にはぶつかり合ったり、時にはともに笑いあったり、本当に中身の濃

い2 週間半でした。この報告書を通じて合同学生会議の様子を少しでも感じ取っていた

だければ幸いです。末筆ではございますが、以上をもちまして報告書の序文とさせてい

ただきます。 

 

日本・イスラエル・パレスチナ学生会議第 6 期代表 平山祐理 
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